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グ
ひ
ま
わ
り
号
4
誕
生

あ
な
だ
の
お
読
み
に
な
り
疋
い
図
書

を
¥
あ
な
た
の
お
手
も
と
ま
で
お
届
け

す
る
¥
動
く
図
書
館
u
大
洗
文
庫
・
ひ
ま

わ
り
号
ρ

ガ
誕
生
し
¥
い
よ
い
よ
¥
来
る

六
月
四
日
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
す
。

近
年
¥
情
報
氾
濫
・
情
報
過
多
の
時

代
な
ど
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
¥
各
種
媒

体
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な
知
識
¥
情
報
な

ど
の
伝
達
活
動
、
か
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
特
に
¥
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
な
ど
映
像
・
電
波
媒
体
、
か
¥
家
庭

の
茶
の
間
を
通
し
て
栗
だ
す
役
割
は
多

く
¥
反
面
¥
静
か
に
読
書
に
親
し
む
機

会
、
ガ
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
も
¥

一
つ
の
事
実
と
し
て
認
め
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
日
常
の
生
活
の
中

で
¥
知
識
や
構
報
な
ど
の
収
得
に
¥
受

け
入
れ
る
側
で
そ
の
主
導
権
を
握
れ
る

読
書
の
科
点
を
改
め
て
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
と
菩
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
¥
町
で
は
旬
民
の
み
な
さ
ん
ガ

よ
り
多
く
読
書
に
親
し
め
る
よ
う
¥
移

動
図
書
車
で
田
内
を
巡
回
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
御
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
¥
こ
れ
を
一
つ
の

契
機
と
し
て
¥
地
域
内
で
の
読
書
グ
ル

ー
プ
つ
く
り
ゃ
¥
読
書
活
動
ガ
積
極
的

に
す
す
め
ら
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま

す。

写
真
一
は
祝
町
小
で
の
試
遂
行
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わ
た
し
た
ち
が
望
む
、
暮
ら
し
ゃ
す

い
快
適
な
生
活
環
境
と
は
i
j
iま
ず
は

き
わ
や
か
な
空
気
、
そ
し
て
静
け
さ
、

の
び
の
び
と
大
手
を
振
っ
て
歩
け
る
通

り
、
緑
あ
ふ
れ
る
公
園
、
そ
し
て
何
よ

り
も
ゴ
ミ
の
な
い
清
涼
な
町
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
快
適
な
環
境

も
、
た
だ
待
ち
望
ん
で
い
る
だ
け
で
は
、

な
か
な
か
実
現
し
ま
せ
ん
。

こ
と
に
地
域
の
、
近
隣
社
会
の
環
境

美
化
は
、
そ
こ
に
住
み
生
活
す
る
わ
た

し
た
ち
自
ら
の
心
く
ぱ
り
と
お
互
い
の

協
力
が
心
要
で
す
。

6
月
5
日
は
「
世
界
環
境
デ
|
」
。

第102号

が
簡
水
巻

向
。
悶
月

1
昌
J
7
畠
水
道
週
間

L、

めて

""' 11盟環境週開

らあ

著を

主宰

よりよい

お

6Jヨ5

昭和55年6月1尽

わ
が
盟
で
は
、
こ
の
日
臼
ま
で
の
…
週

間
は
「
環
境
週
間
」
で
、
こ
と
し
の
テ

!
?
は
力
よ
り
よ
い
環
境
を
求
め
て
々

で
す
。快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、

わ
た
し
た
ち
自
身
の
身
近
な
環
境
問
題

に
、
日
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

住
み
よ
い
き
れ
い
な
鰐
づ
く
り
の
た

め
、
本
年
も
昨
年
に
山
引
き
続
き

(
6
月

8
8
磯
浜
東
地
区
・

6
月
訪
日
磯
浜
西

地一区・

7
月
6
8
大
賞
変
海
地
区
)
「
町

民
総
ぐ
る
み
の
大
掃
除
」
を
行
な
い
ま

す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写真は昨年の大掃除

大
洗
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー
及
び
、
青

少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
で
は
、
青
少

年
の
健
全
育
成
を
は
か
る
た
め
、
非
行

に
つ
な
が
る
一
つ
の
原
因
と
し
て
、
青

少
年
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
不
良
環

境
の
浄
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
「
青
少
年
の
た
め
の
社

会
環
境
浄
化
県
民
運
動
」
の
一
環
と
し

て
、
最
近
、
急
増
し
て
お
り
ま
す
有
害

雑
誌
自
動
販
売
機
の
撤
去
(
改
善
)
運

動
に
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
商
庖
に

対
し
、
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
な
い
ま
し

た
雑
誌
自
動
販
売
機
の
撤
去
活
動
に

は
、
青
少
年
相
談
員
の
皆
様
が
、
日
夜
を

問
わ
ず
設
置
活
を
訪
問
し
、
「
青
少
年

の
た
め
の
社
会
環
境
浄
化
県
民
運
動
L

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
大
き
な
成

果
を
納
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

雑
誌
自
動
販
売
機
の
撤
去
運
動
は
、

県
下
全
市
町
村
が
、
運
動
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
。

当
町
と
し
て
も
、
民
間
団
体
が
一
丸

と
な
っ
て
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に

積
極
的
に
撤
去
運
動
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
住
民
、
皆
様
方
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。
青
少
年
健
人
£
R
成
協
力
作
間
(
敬
称
略
)

O
大
川
商
庖
(
新
進
大
川
り
ん
子

O

い
そ
や
商
窟
(
明
神
町
)
昭
…
沼
義
友

O
大
川
商
居
室
海
)
大
川
勝
夫

O
J
H
田

忠

商

鹿

(

大

立

関

根

明

。
油
友
商
活
(
大
賞
)
佐
藤
進

O
関
根
商
活
(
祝
釘
)
関
根
弥
之
士
口

O
金
波
商
庖
(
明
神
町
)
檎
山
一
部

O
江
口
又
新
堂
(
過
町
)
江
口
煩
造

O
新
屋
沼
庖
(
明
神
町
)
谷
田
部
土
日
蔵

O
の
り
や
商
庖
(
明
神
町
)
大
川
院
子

。
松
信
商
市
出
家
光
台
)
松
信
一

二
八
、
八

O
O円

当
協
議
会
に
お
い
て
は
、
今
後
も
皆

様
方
の
あ
た
た
か
い
善
意
を
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
福

祉
の
向
上
に
努
力
し
て
行
く
考
え
で
あ

り
ま
す
。
寄
附
を
よ
せ
ら
れ
た
方
々
に

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
を
当
協
議
会
に
お
い
て
は
、
住
民

福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
組
織
強
化
と

法
人
化
(
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
社

会
福
祉
法
人
の
認
可
申
請
中
)
を
進
め

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、

善
意
銀
行
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
(
奉

仕
活
動
)
の
推
進
を
計
画
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
推
進
の
中
心

と
な
っ
て
お
り
ま
す
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
対
し
町
民
の
皆
掠
方
の
御
理
解
と

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

善
意
銀
行
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

対
す
る
皆
様
方
よ
り
の
ご
意
見
ご
要
望

等
左
記
へ
お
よ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
に

存
じ
ま
す
。

大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

電
話
大
洗
町
役
場
内

七
i
五
一
一
一
(
内
線
|
六
一
一
一
)

私
た
ち
が
基
本
的
人
権
を
侵
か
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
平
和
な
白
常
生
活
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
常
に
こ
れ

を
院
祝
し
た
り
、
若
し
侵
犯
さ
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
救
済
の
た
め
に
す
み
や

か
に
適
切
な
処
置
を
講
じ
た
り
、
あ
る

い
は
又
白
出
人
権
思
想
の
普
及
に
努
め

た
り
な
ど
、
非
常
に
大
切
な
役
割
を
扱

う
の
が
人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
で
す
。

こ
の
た
び
、
法
務
大
原
よ
り
委
員
を

委
嘱
さ
れ
た
、
田
口
茂
倒
き
ん
は
向
、
っ

三
ヶ
年
、
私
た
ち
町
民
の
た
め
に
、
こ

の
使
命
を
果
た
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
ご

健
調
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

水
戸
検
察
審
査
会
で
は
、
去
る
4
月

却
日
に
検
察
審
査
資
、
補
充
員
の
選
定

手
続
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
本
町
か
ら
補

充
員
に
関
野
資
農
夫
さ
ん
(
磯
浜
町
蹴

番
地
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
者
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
た
(
民
間
代
表
)
十
一
人
の
審
盗

員
が
会
議
を
需
き
、
各
種
の
資
料
に
基

づ
い
て
常
に
公
平
な
立
場
で
検
察
官
の

し
た
不
起
訴
処
分
(
裁
判
に
か
け
な
い
)

が
正
し
い
か
ど
う
か
を
決
め
る
と
こ
ろ

で
、
そ
の
任
期
は
六
ヶ
月
で
す
。

い
ろ
い
ろ
の
犯
罪
が
随
所
に
発
生
し
、

そ
の
被
害
を
受
け
た
が
犯
人
は
裁
判
さ

れ
ず
に
す
ん
で
し
ま
っ
て
被
害
者
は
そ

の
蔭
に
泣
い
て
い
る
人
も
多
数
に
お
よ

ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
犯
罪
は
検
察
官
が
取
り
調

べ
て
裁
判
所
に
起
訴
さ
れ
る
の
で
す

が
、
検
察
官
が
起
訴
す
べ
き
事
件
を

不
起
訴
処
分
に
す
る
こ
と
が
な
い
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
ど

う
し
て
も
納
得
が
い
か
な
い
で
調
べ
な

お
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ら
れ
る
方

は
遠
慮
な
く
検
察
審
窓
会
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
費
用
は
一
切
か
か
り
ま

せ
ん
。手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
水
戸
検

察
審
査
会
事
務
局
(
水
一
戸
市
大
町
一

丁
目
一
番
三
八
号
水
戸
地
方
裁
判
所

内
盟
側
O
O
一
一
)
に
ご
相
談
下
さ

世
帯
更
生
資
金
の
利

用

を

、.. '" 
」田

収
入
が
少
な
く
生
活
が
不
安
定
な
家
庭
、
老
人
を
か
か
え
た
家
庭
、
身
体
障

害
者
等
の
生
活
の
向
上
を
は
か
る
た
め
に
、
や
す
い
利
子
で
資
金
を
貸
付
け
る

制
度
で
す
。

更
生
資
金
(
生
業
の
た
て
直
し
に
)

身
体
障
害
者
更
生
資
金
(
身
障
者
の
通
勤
用
の
自
動
車
の
購
入
等
)

福
祉
資
金
(
老
人
、
占
身
障
者
の
く
ら
し
の
向
上
に
。
結
婚
、
出
産
、
葬
祭
等
の

費
用
)

修
学
資
金
(
子
供
の
教
育
費
等
)

住
宅
資
金
(
住
宅
の
増
改
築
、
改
修
、
ね
た
き
り
老
人
、
震
度
障
害
者
の
居
室

等
の
増
改
築
)

療
養
資
金
(
病
気
、
け
が
等
で
多
額
の
医
療
費
が
か
か
っ
て
閤
っ
て
い
る
)

災
害
援
護
資
金
(
台
風
、
火
災
等
に
よ
る
家
屋
の
補
習
、
家
財
の
購
入
等
)

こ
の
様
な
時
は
、
地
区
担
当
の
民
生
委
員
又
は
大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
相
談
下
さ
い
。

又
、
「
心
配
ご
と
相
談
所
L

も
開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

開
設
日
は
毎
週
金
曜
日
で
す
が
、
お
急
ぎ
の
時
は
、
福
祉
担
当
、
主
査
が
相
談
を

う
け
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
用
下
さ
い
。

世
帯
費
生
資
金
貸
付
一
覧

考f持償還期|浪よ居置期間貸付限度

相
拭

類
一
一
業

重
一
妥
T

一一
生

の
T

金一
資
一

軒
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
に
一

蛇

口

を

ひ

ね

れ

ば

、

好

き

な

だ

け

水

し

な

い

人

が

多

い

よ

う

で

す

。

月

以

降

次

の

方

々

か

ら

寄

間

が

よ

せ

ら

が

出

る

|

|

。

家

庭

で

、

学

校

で

、

会

社

で

、

一

人

れ

ま

し

た

。

そ

ん

な

便

利

な

生

活

の

中

で

、

私

た

一

人

の

工

夫

と

努

力

で

節

約

す

る

余

地

寄

附

を

よ

せ

て

い

た

だ

い

た

方

々

の

ち

は

と

か

く

水

道

の

水

の

賞

重

さ

を

忘

は

相

当

あ

り

ま

す

。

「

ま

ご

こ

ろ

」

と

寄

附

の

ご

趣

旨

を

有

れ

が

ち

で

す

。

た

と

え

ば

、

蛇

口

か

ら

ポ

タ

ポ

タ

落

効

に

生

か

し

社

会

福

祉

の

向

上

の

た

め

し

か

し

、

そ

の

水

を

つ

く

り

、

家

庭

ち

る

て

い

ど

の

潟

水

で

も

、

一

時

間

で

活

用

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

に

透

、

ぶ

ま

で

に

は

、

ば

く

大

な

費

用

と

一

リ

ッ

ト

ル

、

一

ヵ

月

間

で

普

通

の

浴

寄

附

を

よ

せ

ら

れ

た

方

々

労
力
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
浄
水
場
づ
槽
で
約
四
杯
分
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ

O
大
洗
町
-
大
賞
、
町
原
研
住
宅

く

り

、

消

毒

用

の

薬

品

、

導

水

管

や

配

が

糸

状

の

漏

水

に

な

る

と

、

一

ヵ

月

間

大

賞

小

学

校

二

年

生

水
管
の
設
置
、
施
設
の
維
持
・
管
理
:
:
:
で
な
ん
と
、
浴
槽
二
十
九
杯
分
に
も
な
六
月
一
日
か
ら
「
水
道
週
間
」
が
拍
永
堀
和
久
君

数

え

あ

げ

れ

ば

キ

リ

が

あ

り

ま

せ

ん

。

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

ま

り

ま

す

。

こ

れ

を

機

会

に

、

節

水

の

一

O
、
0
0
0円

と
こ
ろ
が
電
気
や
ガ
ス
と
ち
が
っ
て
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
、
心
が
け
を
今
い
ち
ど
新
た
に
し
た
い
も

O
大
洗
町
磯
浜
町
明
神
町
三
区

水

の

使

い

方

に

つ

い

て

は

あ

ま

り

気

に

た

い

へ

ん

な

ム

ダ

を

生

む

も

の

で

す

ね

。

の

で

す

。

根

本

茂

殿

苛
忽
廷
判
%
p
d
%
島
守
%
良
市
車
R
F
J
%ぬ

u罫
司
%
p
d忽
P
J匁
F
J婆
必
望
都
ud忽
必
河
川
%
F
J耳
FJd集
長
官
%
F
J夜
お
垣
似
r
d
q
F
1液
晶

R
宮
忠
吉
野
j
w
E
J受
F
J
気持拶
E
J袈
必
司
拡
FιJ耳
晶
司
臣
家
め
門
ム
沼
量
得
ゼ
罫
吋
匁
釦
司
第
ぬ
耳
p
d
w撚
句
集
訟
官
軍
伶
ぞ
お
軍
F
#
E
6
草
島

青
砂
時
ヰ
建
主
賛
成
協
一
亦
届
今
出
伴

等
霊
堂
、
ヤ
ザ
笠
町
怖
心
一
義
川
炉
開
相

mm密
部

字
詰
un
世
向
、
〆
「
宮
神
闘
は
汁
松
川
。
誕
生
ふ
磁
器
苫
園
田
園

f
r

j

将

軍

四
b

翰，R
時
M
V
点
強
堵
踏
襲
同
j
↓

i
コ

R
J
岡
田
露
関
醐

d
A量
鈎

闘

れ

E
霊
園

特に必要と認められる場合1，2日0，000円以内7年以内1年以内600，000円以内

貸付期間は 3年以内
6年以内6月以内

55，000円以内

技吉E習f号'{'1:

生業費

月 10，000円以内

支度費更生資金

特に必要と認められる場合1，200 ， OOOfll以内9年以内l年以内600，000円以内

貸付期間は 3年以内

校総習得費又は療養資金{昔受中

8年以内
6月以内

lif.以内

55，000円以内

月 10，000円以内

支度費

技能習得費

資金

身体障害者

芝生資金

5年以内

3年以内

修学資金

高等学校・鐙期大学・高等専門

学校又は大学に就学期間中

6年以内

6月以内 120年以内

6月以内

6月以内

6月以内

月 37，000丹以内

750，000円以内

公立 6，000円以内
私立18，000円以内
1公立 7，500円以内

高専{L私立19，000円以内
f公立15，000円以内

短大{l私立26，000円以内
{公立15，000円以内

大学{L主L立27，000円以内

120，000円以内

高校

資金

資金

修学費

住宅

5年以内

7年以内

6月以内

1年以内

高校……・ 36，000円以内
大学・・…"55，000円以内

200，000内以内

400，000円以内

療養

就学支度費

資金

災害援護資金
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間

工
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友
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浪
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ン
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場

i
j
酒

井

自

工
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レ
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ソ
ッ
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同
け
い
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用
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i
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イ
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リ
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ガ
l
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i
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潮
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事
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|
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新
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自
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ナ

ビ

!
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l
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間

i
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涼
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洗

i
l
l
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県
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大

洗

i
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i
i
ヤ

ン

キ

ー

ス

1
1
i
i
神
山
野
球
同
好
会

M
F
E
l
l

コ

メ

ッ

ツ

i
l
l
l
-
大

漁

寿

司

i
l
i
l
宕

潮

ク

ラ

ブ

|
i
i
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東
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ク

ラ

ブ

i
i
i
i
第

ニ

分

自

l
i
i
1
消

防

本

部

!
i凶
作
い
ト
ウ
ェ
ン
テ
i
フ
ァ
イ
ブ

i
i
i
フ
ァ
イ
ア

l
ズ

I
l
i
-
-ー
ブ
ラ
ッ
ク
ホ

l
カ
ス

2
1
1
=
松

川

ク

ラ

ブ

6
r
l
i
t
荒

湖

i
l
i
-
-
t

ス
ト
ロ
ン
ク
ナ
イ
ン
ズ

1
1
i
i
動

燃

大

洗

ー
!
i
i
嗣

岡

山

自

工

ω智
め
曹
ω智
ω曹
ω曹
ω智
ω智
ω暫
@
管
。
曹
ω管
絃
曹
。
智

ω曹
腕
哲
朗
智
販
管
め
曹
ω曹
ω智
ω管
。
曹
@
智
@
管
。
智

ω智
ω曹
ω管
。
智
ω曹
@
曹
@
曹
ω智
@
智
@
管
。
管
命
瞥
⑪
暫
ゆ
管
。
官
。
管
。
曹
@
智
ω曹
忽
曹
@
管
。
智
@
曹
晶
器
管
⑪
管
。
智
⑨
曹

ω智
ω曹
ω管

去
る
4
月
Mm
目
、
海
の
こ
ど
も
の
国
こ
の
会
に
は
、
年
齢
、
性
別
を
問
わ

で
、
常
陸
爪
の
会
の
設
立
総
会
が
開
か
ず
ど
な
た
で
も
入
会
出
来
ま
す
の
で
、

れ
、
茨
城
県
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
凧
を
胤
愛
好
家
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。申
し
込
み
所

。
大
洗
地
区

小
坪
弘
一
一
一
磯
浜
町
八
一

O
三
番
地

電
話

M
W
6
!
3
3
番

関
根
忠
一
磯
浜
町
六
八
六
六
番
地

電

話

川

2
3
8
5
番

第
二
聞
の
大
会
は
、
日
月
四
日
御
前

山
で
開
催
を
予
定
し
理
事
会
で
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
会
員
に
は
、
会
員
の
証
明
と

し
て
、
ハ
ン
テ
ン
を
頒
布
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

昭和55年6.F.ll日

春
季
師
民
野
球
大
会
賑
わ
う

〔組合せ褒〕

春
季
町
民
野
球
大
会
(
教
育
長
杯
争

奪
戦
)
も
第
五
回
目
を
迎
、
ぇ
、
去
る
4

月
却
日
よ
り
5
月
お
日
迄
に
わ
た
り
、

熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
町
民
の
み
な
さ
ん
が
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
親
睦
を
は
か
り
、
し
い
て

は
地
域
に
住
む
人
達
の
連
帯
を
深
め
る

た
め
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。
選
手

の
み
な
さ
ん
も
チ

l
ム
の
名
誉
に
か
け

て
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
充
分
に
発
探

し
、
各
グ
ラ
ン
ド
で
は
盛
り
上
が
る
熱

気
の
中
で
好
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

動

燃

大

洗

準

優

勝

新

屋

自

工

三

位

ヤ

ン

キ

ー

ス

同

若

浪

( 1対1で延長問題・再試合の結果)

。

~"\ もあ主宰お

菌
保
で
受
け
ら
れ
な
い
治
療

健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た

と
き
に
、
一
時
に
た
く
さ
ん
の
治
療
費

の
負
担
を
較
く
す
る
た
め
の
制
度
で
す

か
ら
次
の
よ
う
な
病
気
と
い
え
な
い
も

の
は
、
国
保
で
は
治
療
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

①
病
気
で
な
い
も
の

健
康
診
断
、
予
防
注
射
、
美
容
整
形

手
術
、
歯
列
矯
正
、
正
常
な
妊
娠
や
分

娩
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
る
妊
娠
中
絶

や
避
妊
手
術
な
ど
。

②
仕
事
上
の
病
気
や
ケ
ガ

仕
事
の
上
で
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と

き
は
、
労
働
者
災
害
補
償
の
適
用
を
受

け
る
か
、
労
働
基
準
法
の
定
め
に
よ
り

雇
主
の
負
担
と
な
り
国
保
は
使
え
ま
せ

ん。@
棄
笥
制
調
形

民
生
児
童
委
員

厚
生
大
臣
よ
れ
ワ

第102号

社
会
福
祉
の
増
進
と
民
生
事
業
の
推

進
の
た
め
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
永

年
に
わ
た
り
功
績
の
あ
る
、
岩
瀬
賞
次

部
さ
ん
、
小
野
瀬
金
太
郎
さ
ん
、
お
二

人
が
、
厚
生
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
表
彰
は
、
永
年
、
民
生
児
童

委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
功
績
の
あ
る
方

に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

去
る
4
月
日
日
、
茨
城
県
庁
に
於
い

て
、
表
彰
授
与
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

岩
瀬
寅
次
郎
さ
ん

m(大
賞
町
)
は
、

製
綱
会
社
社
長
と
し
て
社
業
に
あ
た
り

な
が
ら
、
昭
和
計
年
ロ
月
よ
り
お
年
間
、

(3) 

保
存
し
、
創
意
工
夫
凧
の
普
及
と
凧
の

指
導
を
目
的
と
し
て
、
正
式
に
発
足
い

た
し
ま
し
た
。

小
野
瀬
金
太
郎
さ
ん
刊
(
大
賞
町
)
は
、

製
材
会
社
社
長
と
し
て
社
業
に
あ
た
り

な
が
ら
、
昭
和
計
年
ロ
月
よ
り
お
年
間

民
生
児
童
委
員
と
し
て
担
当
地
度
内
対

象
者
の
自
立
更
生
と
福
祉
の
増
進
の
た

め
努
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

大
洗
町
で
は
、
お
名
の
民
生
児
童
委

員
が
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
活
躍
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
に
お
け
る
、
お
二

人
の
一
層
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上

げ
、
今
回
の
受
彰
を
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

③
よ
く
な
い
こ
と
を
し
た
と
き

ィ
、
犯
罪
を
お
か
し
て
病
気
や
ケ
ガ

を
し
た
と
き
。

ロ
、
け
ん
か
や
ょ
っ
ぱ
ら
つ
た
と
き
の

病
気
や
ケ
ガ
、
二
日
酔
の
治
療
。

ハ
、
麻
薬
及
び
シ
ン
ナ
ー
中
毒
、
自

殺
未
遂
、
無
免
許
運
転
な
ど
、
自

分
で
故
意
に
し
た
結
果
の
ケ
ガ
や

病
気
。

④
第
三
者
(
他
人
)
か
ら
傷
害
を
受
け

た
と
き

交
通
事
故
や
暴
力
な
ど
で
、
他
人
か

ら
傷
害
を
受
け
た
と
き
の
治
療
は
加
害

者
が
医
療
費
を
負
担
す
る
の
が
原
則
で

す
。
保
倹
の
給
付
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。但
し
交
通
事
故
の
場
合
は
、
国
保
が

j高隣f芝、よもj⑥
〈電気は正しく使いましよう〉を合言襲!こ

直互豆〕
電灯引込線が外壁にとりつけられたメータ

ーに入り、そこから紡火構造のモルタル畿を貫

通して屋内に配線、ところが貫通部の得管が

折れ、金属絡が食い込み、主主線被覆を絞って

芯線と接触j扇霞していたため、火災になった。

ヨ百互日
B'ま電気コタツが故障して寒くてたまらない。 i留のかんに
{更ったばかりの電気コンロがまだ余熱てい暖かいのに呂をつけ、

コタツ代わりにコタツ布

間の中に入れしようとした

ところ、布団がコンロに

触れ火がついてしまった0

4f車全半焼。 一
時
立
替
、
ぇ
、
あ
と
で
加
害
者
か
ら
国

保
に
返
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
国

保
係
へ
必
ず
届
け
出
て
下
さ
い
。
用
紙

は
係
に
あ
り
ま
す
の
で
保
険
証
・
印
か

ん
持
参
の
よ
お
い
で
下
さ
い
。

⑤
特
殊
な
歯
の
治
療

歯
の
治
療
で
は
、
金
合
金
、
白
金
加

金
な
ど
の
高
価
な
金
属
や
特
殊
な
材
料

を
使
う
時
、
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い

の
で
、
医
師
と
よ
く
相
談
し
て
治
療
を

受
け
て
下
さ
い
。

ヲ告漏電の点倹方法は、電気のスイッチを

全部切って、メータ を見る。メータ

ーが回っていたら漏電のある証拠。

直芭五〕
へアードライヤーを使った後、コンセントから抜き、今度はカ

セットをつないで使用した。使用後、再ぴへアードライヤーを差

し込んで外出。そのときドライヤーのスイソチがONになったま

まだったのを忘れていたドライヤーは過熱し、下にあった布団に

着火して、 3棟全焼、負傷者4名。

税
制
改
正
の
お
知
ら
せ

去
る
3
月
末
の
国
会
に
お
い
て
、
地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
に

と
も
な
い
町
税
条
例
の
一
部
も
改
圧
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
偶
人
の
町
県

民
税
に
か
か
る
各
種
所
得
控
除
の
引
上
げ
、
均
等
割
の
税
率
引
上
げ
及
び
偶
人

町
民
税
の
所
得
割
に
つ
い
て
税
率
区
分
の
改
正
等
で
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
田
年
度
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

そ
の
あ
ら
ま
し
を
表
に
よ
っ
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

〔表 IJ他人の掴T県民税の各種控除額の引上げ

〔表 2J他人の町県民税均等部税率の引上げ

改 正 t長 改 立 前

2 % 30万円以下町金額 30万円以下町金額

3 % 30万円を超える金額 30万円を越える金額

4 % 45万円を超える金額 50万円を超える金額

5 % 70万円を超える金額 80万円を超える金額

6 % 100万円を超える金額 110万円を超える金額

7 % 130万円を超える金額 150万円を超える金額

8 % 230万円を超える金額 250万円を超える金額

9 % 370万円を超える金額 4日日万円を超える金額

10% 570万円を超える金額 600万河を超える金額

11% 950万円を超える金額 1，000万fIlを超える金額

12 % 1，900万円を超える金額 2，000万円を超え

13 % 2，9∞万円を超える金額 3，000万円を超え

14 % 4，900万円を超える金額 5，000万円を超え

〔表 3J偶人の町民税所得割の税率適用区分の改正

※偶人的県民税所得割の税率及適用区分は改

立が行なわれず下記の通りです。

150万河以下町金額

150万円を超える金額

時
県
畏
税
、
が
決
ま
り
ま
し
た

納
期
限
を
お
忘
れ
な
く

今
年
皆
き
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
町
県
民
税
が
決
ま
り
ま
し
た
。
勤
め
て
い

る
人
で
毎
月
給
料
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
方
に
は
、
勤
務
先
を
通
じ
て
5
月
中

旬
に
税
額
通
知
書
を
送
り
ま
し
た
。

納
税
の
時
期
は
勤
め
て
い
る
人
で
給
料
か
ら
差
引
か
れ
る
方
は
、
毎
月
の
給

料

(
6
月
か
ら
来
年
5
月
ま
で
の
ロ
回
)
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
納
税
通
知
書
に
よ
っ
て
4
期
に
納
め
て
い
た
だ
く
人
は
、

第
1
期

6
月
初
日
ま
で

第
2
期

9
月
l
臼
ま
で

第
3
期
日
月
白
日
ま
で

第
4
期

来

年

の

1
月
抗
日
ま
で

で
す
。
納
期
限
を
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
下
さ
い
。
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町
民
挙
げ
て
の
大
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除

実
施
に
つ
い
て
(
お
知
も
せ
)

私

達

の

住

む

環

境

を

、

私

達

一

人

一

人

の

手

で

き

れ

い

に

し

、

清

潔

で

明

る

い

、

健

康

な

地

域

づ

く

り

を
す
る
た
め
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
酌
町
民
総
ぐ
る

み

の

大

捧

除

」

を

次

の

と

お

り

実

施

す

る

こ

と

に

な

り
ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
掃
除
の
日

器
用
畠
呂

内
臨
丹
舗
日

間
月
民
一
甲
田
川
円

午

前

6
時
か
〉
わ

" 

新
町
、
永
町
、
髭
釜
町

大
掃
除
の
範
囲
・
医
域

明
神
町
、
一
丁
目
、
、
汐
見
ヶ

丘
、
一
一
丁
目
、
仲
町
、
金
沢

町
、
祝
町
、
松
ケ
丘
、
通
町

日本赤十字社茨城県支部では災害にあった方々の救護活動や献

血・ベトナム難民救護など、幅広い数多くの仕事をしておりま

すが、今年の大きな事業として「人の命を大切にする集い(講

習会)J を開催しています。これらの講習は話しを開くだけで

なく、みなさんの身につけて頂くよう実習が入っておりますの

で有意義な講習です。是非ご受講をおすすめします。

" 

骨
貝
町
会
地
区
、
夏
海
全
地
区

ら

⑧
大
掃
離
の
対
象

l
下
水
、
側
溝
な
ど
の
ド
ブ
サ
ラ
イ
、
ト
ラ

ツ
ク
積
込
み
、
薬
剤
の
散
布
。

⑧

実

施

の

合

図

1
誌
報
無
様
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

とっさのとさに一-すぐiニ役立つ

おお昭和55年6.Fll日

大
掃
除
の
時
間

表R十学の「人(/)音信を大切にする集い」
講習を受けましょうグ

大
洗
吋
全
町
内
会
長

大

洗

荷

役

場

家庭、路上、職場、 山岳、)川11などてでで、刷、お

こる急急、病やケカ

識と、医師の手に患者を渡すまでの正

しい応急手当の技術を指導します。

〈応急手当について〉

婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
で
は

内
職
を
や
り
た
い
が
、
何
も
技
能

・
が
な
い
と
い
う
方
の
た
め
に
、
技

十
h

術
教
室
を
毎
月
開
催
し
て
お
り
ま

、
勺
す
。

盟
六
月
は
、
下
記
の
日
程
に
よ
り

域
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
か
ら
受

章
弘
講
し
て
下
さ
い
。

わ
な
お
、
受
講
料
は
一
切
無
料
で

催

す

か

ら

J
に
申
込
み
下
さ
い
。

龍
一
、
携
行
口
問

和
藍
(
棒
針
編
教
室
)

和
人
日
号
の
竹
一
編
棒
2
本

議

毛

糸

(

並

太

)
2
2

繍
附
(
和
裁
教
室
)

品
文
ゆ
か
た
地
一
一
反
、
裁
縫
用
具

・1

い
づ
れ
も
弁
当
持
参
の
こ
と

二
、
教
室

茨
城
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ

万一病人ができたときの家庭での看護

の仕方や、疾病予防の医学知識、また

老人の健康に関する知識と看護法、育

児の知識と技術などを指導します。

厚生課民生係へ

(日時・場所は後日間覧等でお知らせします。)

講習舎のお聞い合せは・・

大洗町役場

く家庭看護について〉

i
技
術
教
室

一
二
、
申
込
先

茨
城
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

水
戸
市
三
の
丸
一
|
五
|
一
二
八

(
県
庁
構
内
第
二
府
属
庁
舎
内
)

電
話
0
2
9
2
(剖
)
6
9
0
6

(
直
通
)

教管名 講習日 時間 定員 教習内容

2，3，4，5 午前 申20 棒針編の基

棒針編 6， 9，10，11 
10時
込I11真名ま 礎及びベスから

(手編) 12，13，16，17 午後 ト・カーテqイ
4待 先着 で

18，19，20，23 まで カdンを編む

和裁 24， 25， 26 
本裁女物ゆ

" " かた及び机(初級) 27， 30 
橋幸宇を縫う

。社会保険に加入、脱退などがあったときは

14日以内iこ届出をお忘れなく/

。出生・死亡(死亡は 7日以内)

o転入・転出・住所の移動

あなだの世帯で

山
首
さ
ま
の
お
宅
に
は

郵
組
関
畏
箱
丸
抱
一
一
夜
札
は
つ
い
て
い
ま
す
か

昨
今
は
、
共
働
き
な
ど
で
常
時
留

守
の
ご
家
庭
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
郵
便
受
箱
が
な
い
た
め
に
一
戸
の

す
き
間
か
ら
郵
便
が
物
の
陰
へ
入
っ

て
し
ま
、
7
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
少
し
大
き
目
や
厚
自
の
郵

便
物
は
、
す
き
間
か
ら
は
入
り
ま
せ

ん
か
ら
配
達
で
き
ま
せ
ん
の
で
閤
り

ま
す
。郵
便
受
箱
を
備
え
て
い
た
だ
く
と

お
留
守
に
し
て
も
心
配
ご
ざ
い
ま
せ

ん
し
郵
便
局
で
も
大
助
り
で
す
。

ま
た
、
表
札
が
出
て
い
な
い
た
め

誰
が
居
住
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ア
パ

i

お

相
手
が
、
お
話
し
中
の
と
き
に
、

イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
連
続
し
て
、
か

け
な
お
し
て
も
つ
な
が
る
率
は
、
日

パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

お
話
し
中
だ
っ
た
ら
、
い
っ
た
ん

切
っ
て
、
三
分
寝
度
お
待
ち
く
だ
さ

、。
h
u
v
 

そ
れ
か
ら
か
け
な
お
せ
ば
九
O
パ

ト
は
困
り
ま
す
。
一
通
ご
と
調
交
し

て
配
達
し
ま
す
か
ら
配
達
の
遅
れ
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
表
札
を
出

し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

大
洗
町
叫
五
九
O
O世
帯
で
郵
便
受

箱
の
な
い
{
杢
縫
は
、
約
一
四
O
O世

帯
ご
ざ
い
ま
す
。

表
札
に
つ
い
て
は
、
一
一
一
九
O
O世

帯
が
出
て
い
ま
せ
ん
。

郵
便
受
精
、

表
札
の
設
置
に

ご
協
力
下
さ
い
。

〈
大
洗
郵
便
局
〉

ち
く
だ
さ
い
ν

1
セ
ン
ト
つ
な
が
り
ま
す
。

呼
出
土
日
も
四
i
五
囲
で
セ
ッ
カ
チ

に
切
ら
ず
に
十
回
程
度
聞
い
て
く
だ

さ
い
、
相
手
は
篭
話
機
の
そ
ば
ま
で

来
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
洗
電
報
電
話
局

T
E
L
(
六
)
二
九
九
一

大
交
通
事
故
の
ご
相
談
は
ご
遠
山
田
尽
な
く
ど
う
ぞ

大
平
日
は
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四
時
半
ま
で

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

大
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

女

弁

護

士

相

談

日

毎

週

水

曜

午

後

一

時

j
午
後
四
時

杜
田
法
人

自
本
損
害
保
険
協
会

本
一
戸
自
動
車
保
険

請
求
相
談
セ
ン
タ

i

水
戸
市
南
町
一
一
一
tit--

盟
|
五
七

水
戸
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
四
階

電
話

O
二
九

i
二
六

i
一
六
九
三
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前

⑧
受
付
時
間

⑧

対

象

⑧

料

金

@
申
込
方
法

午
後

1
時

1
2時

却
歳
以
上
の
婦
人

7
0
0
円

7
月
1
日
迄
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

子
供
の
む
し
粛
は
、
進
行
が
速
い
の
が
特

徴
で
す
。
そ
の
う
え
、
一
本
一
本
が
徐
々
に

む
し
歯
に
な
る
と
い
う
よ
り
も
、
一
度
に
数

本
が
む
し
歯
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

、
¥
1
立

、

ハ
ノ
戸
、
子
供
の
禽
は
歯
質
が
薄
い
の
で
、
む
し
議

、
¥
ミ
¥
に
な
っ
て
も
治
療
が
し
に
く
く
、
そ
の
上
治

療
を
怖
が
る
な
ど
厄
介
な
面
が
あ
る
の
で
、

ふ
だ
ん
の
予
防
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
少

な
く
と
も
半
年
に
一
屈
は
か
定
期
検
診
H

を

受
け
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

の縄室長週開
$月4昌'"'"'1 0自

半年lこ一度は
鐙の
、定期横診、、を


